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総 括 評 価 表
重点課題 １
「質の高い授業の展開と確かな学力の向上」
＊「評価指標」の（ ）内は，昨年度の目標→実績

自 己 評 価 学 校 関 係 者 評 価
今後の改善方策重 点 目 標 評価指標と活動計画 評 価

評価指標 評価指標による達成度 評定 総合評価 総合評価（評定）
生徒の総合的評価「授業満足度」85％以上 生徒の総合的評価「授業満足度」 78.4％
（昨年度：85％目標→未調査） （３年：78.2％，２年：76.7％，１年：80.2％） Ｂ 評定

（全体レベル）
①進研模試３教科 1年7月→2年11月 ①進研模試記述３教科1年7月→2年11月

指導方法の工夫・改善を行 過回対比偏差値45.0以上の人数比較 75.0% 過回対比偏差値45.0以上の人数比較 62.2 ％ Ｃ Ｂ
い，基礎的・基本的な知識 （73.0％目標→71.9％）
・技能を習得させ，これら ②１日の平均学習時間 1.0 時間未満の生徒数 ②１日の平均学習時間 1.0 時間未満の生徒数 78人 Ｃ
を活用して課題を解決する 60人以下（60人目標→65人）
ために必要な思考力，判断 ③生徒による授業評価「理解が深まっている」 ③生徒による授業評価「理解が深まっている」生徒 80.5％ 所見
力，表現力等，確かな学力 生徒割合 85％以上 （85％目標→未調査） （３年：78.4％，２年：79.0％，１年：83.8％） ＩＣＴの効果的
の向上を図る。 「興味・関心が高まっている」生徒80％以上 「興味・関心が高まっている」生徒 72.3 ％

Ｂ
な活用，カリキュ

（80％目標→未調査） （３年：72.8％，２年：69.2％，１年：74.6％） ラムマネジメント
④ 朝食摂取率 93％以上 （92％目標→92.5％） ④朝食摂取率 91.6％ が機能する授業展

（下位組織レベル） 栄養バランス度 74％以上 栄養バランス度 74.7％ Ｂ 開等により，指導 Ｂ
（70％目標→73.1％） 方法の工夫・改善

①基礎学力，受験学力の向 ⑤図書貸出冊数一人 10.0冊以上 ⑤図書貸出冊数一人 7.8冊 が図られている。
上 （10.0冊目標→7.5冊） 今後も，オリジナ

生徒一人あたりの入館回数 10回 生徒一人あたりの入館回数 10.2回
Ｂ

リティあふれる授
②家庭学習の習慣化と家庭 （新規 昨年度9.6回） （５月中旬まで全国一斉休校を考慮すると，概ね目標達成。） 業の展開や，学び
との連携 ⑥進路に対する高い意欲を有する生徒の割合 ⑥進路意識度 76.5％ の振り返りの習慣

85％以上 （85％目標→83%） 化，他教科との関
③教科指導力の向上と授業 学年別進路保護者会出席率 55％以上 学年別進路保護者会出席率 50.9 ％ Ｃ 連等を実践し定期
の質的転換 （55％目標→44.5％） （３年：53.1％，２年：58.0％，１年：41.1％） 的，長期的な個別

進路決定率 100％ （100％目標→99.5％） 進路決定率 97.8％ 指導も含め，生徒
④生活習慣の改善と健康管 ⑦取得資格受験率 34.5% （新規 昨年度34.3％） ⑦取得資格受験率 33.0% の関心や意欲，能
理 最終合格率50％以上 （50％目標→44％） （検定実施回数 英検２回，数検１回） Ｃ 力，実態等に応じ

最終合格率 50.8％ たきめ細かな指導
⑤読書習慣の定着化，読書 活動計画 活動計画の実施状況 の充実に努める。 学校関係者の意見
内容の向上 ①-1 学習レディネスの形成(進路，教務) ①-1 授業中や授業の終わりに，次回の授業に関連した簡単な課題（効 進路に関する情 学力向上のため，様々な取 ①-1 課題解決への

果的な学習が進むよう授業と関連づけたもの）を提供した。生徒が自 報提供について 組をしていることは評価でき 自主性確保（宿題
⑥進路意識の高揚 ら考えて課題に取り組むことで，興味・関心の高まりと事前知識の獲 は，早期及び継続 る。生徒にとって消化不良に との相違性）

得につながった。 的に行っている。 ならず効率よく学習できるよ ①-2 模試受験ガイ
⑦資格取得の奨励 ①-2 基礎的・基本的知識等の定着(各教科) ①-2 週末課題の提供と適切な評価はもちろん，ミニテスト等の計画 今後，１年次から うに強化の連携を一層深めて ダンスの充実

的実施及び事後指導の徹底を図った。基礎・基本的な知識の定着は進 の模試受験ガイダ ほしい。 ①-3 補習時間，教
んだが，思考力，判断力等の育成が課題である。また，各模試につい ンスの実施や，読 生徒，保護者の意識を高め，員の確保
て，過去問等を活用した事前指導，終了後の復習指導を行った。個々 書による知の構築 教師の質の高い授業が展開さ ①-4 個別指導場所
の弱点やミスの傾向に気づき，勉強方法等の改善につながっている。 の推進等も含め， れることを希望する。 の整備

①-3 学力養成講座（補習等）の効果的な実施と ①-3 早朝，放課後，土曜補習について，退職教員等の経験と技も活 より進路意識を高 ①-5 「キャリア・
時間の確保(進路) 用しながら，可能な限り組織的・計画的に実施した。コロナ禍，天候 め，目標のぶれや パスポート」によ

等の影響も多々あり，十分な時間確保はできなかったが，休校措置に 安易な妥協の流れ る定期的な振り返
よる学び，考える意欲の取り戻しができた。 を変えていくこと りの実施，教員に

①-4 個別指導の効果的な実施と学習環境整備(進 ①-4 欠点保持者へのきめ細かな指導に努めた。学習進度に応じてバ を目指す。 よる対話の充実
路) ランス良く計画的に週末課題等を与え，アフターケアとフィードバッ 健康面に関して

クを行った。家庭学習の習慣化と学習内容の確実な定着が図られた。 は，生徒が自らの
①-5 主体的な活動の推進と記録の蓄積(進路，キャリア教 ①-5「キャリア・パスポート」を活用し，目標の設定とその達成にお 生活実態を振り返

育) けるふりかえりを定期的に行い，学びや活動を記録させることができ り健康の保持増進
た。 に対する意識を高

②-1 学習時間記録の効果的な活用(学年団) ②-1 「家庭学習時間調査」を実施して定期的に学習状況を把握した。 めることができ １年生の進路保護者会の出 ②-1 ＨＲ担任と教
学習成績との相関関係を分析し，進路実現に向けた指導に役立てた。 た。また，学校医，席率が少し低いのが気になる 科担任の連携と学
学習時間確保に向けて，ＨＲ担任と教科担任の連携を図り，学習課題 学校歯科医から健 が，全体的にはコロナ禍の中，習課題提供等の工
提供等の配慮につなげたい。 康課題に対する適 多くの保護者が出席してくれ 夫

②-2 教科別学習ガイダンスの充実(各教科) ②-2 教科別学習ガイド（「進路のしおり」）を活用して，教科指導の 切な指導に向けて ている。 ②-2 1年生，保護
重点目標，学習内容の概要，学習の効果的な進め方等を知らせた。学 の視座を得ること 進路ガイダンスにより生徒 者への徹底
習の見通しが確保され，生徒の学習に対する不安感が払拭された。ま ができた。 の関心は高揚している。 ②-3 「予習→授
た，授業への期待感が育まれ学習意欲の向上につながった。 業→復習」サイク
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②-3 予習を前提とした授業展開の工夫 ②-3 次回の授業内容に直結した「読む・調べる・書く」等の課題を ルの確立と予習の
与え，予習したことに価値がある授業を展開した。予習で得た知識 習慣化
等を応用して問題を解いたり，話し合いやペアワーク，発表等を行 ②-4 継続実施
うことにより，知識・理解が深まりと学習内容の定着が図られた。「予 ②-5 学習ガイダン
習→授業→復習」サイクルの自律的確立，予習が習慣化していない ス的内容の伝達
生徒への手立てが課題である。

②-4 課題の効果的な提供(各教科) ②-4 生徒の実態等に応じて，難易度や量等を工夫するとともに基礎
・基本と発展的内容のバランスを考慮して提供した。自力学習力が育
ちつつある。

②-5 学年別進路保護者会での効果的な情報提供 ②-5 進路指導主事，学年主任等が，生徒の学習状況（家庭も含む），
(進路，学年団) 入試制度，保護者としての心構えと必要な準備等について，各学年に

応じた説明及び依頼を行った。また，外部講師（徳島大学高等教育研
究センター教授 植野 美彦 様）を招聘し，大学側からの生の声（「大
学を知る。入試を知る」）を届けた。丁寧な説明，親切な対応，知り
たい情報の提供は，保護者の学校への信頼につながり，保護者もその
気にさせることができた。

③-1 授業公開，研究授業の活性化(教務,渉外) ③-1 9/11-9/23，11/3-11/13 授業公開を実施した。「指導案・協議 教育の情報化は，ますます ③-1 参観ポイント
会なし」の日常的な取り組みとした。自分の指導方法を顧みる機会と 加速化されるであろうが，ど の掲示とアドバイ
なり指導改善に役立った。また，生徒理解が進み，生徒のよさを生か こまで進むのか不安な面も感 スの焦点化
す指導の組み立てにつながった。 じる。 ③-2 継続実施

③-2 生徒による授業評価の工夫(各教科，渉外) ③-2 分かりやすさ，新しい知見の獲得，将来とのつながり，学ぶ面 ③-3 不得意教員へ
白さ，学力向上の実感を視点に授業評価を実施した。（３年１月末， のサポート体制の
１・２年２月上旬）エクセルによる乱数を用いて，各学年60名を無作 充実
為に抽出して実施した。全体で約８割の肯定評価を得た。 ③-4 学びの振り返

③-3 授業力向上，授業改善研修の実施(進路，渉外) ③-3 ＩＣＴ活用の技術等の講習を実施した。研修会を通して，ＩＣ りの習慣化
Ｔ活用の基本的なノウハウを獲得しスキルが向上しつつある。指導方
法や授業内容改善につながっている。

③-4 カリキュラムマネジメントが機能している ③-4 生徒の学びとそのプロセス，既習事項及び今後学ぶ単元との系
授業展開(全教員) 統性を考慮した授業が展開できた。また，常に学習のねらいを意識し，

これを生徒と共有できている。
④-1 「保健だより」による啓発(環境，厚生) ④-1 毎月１回発行し，感染症予防や健康に関する内容について生徒， 特になし ④-1 心の健康に関

教職員に周知した。 する内容の充実
④-2 生活実態調査の実施と活用(環境，厚生) ④-2 生活実態調査の結果を，学校保健委員会や保健だよりに示し， ④-2 継続実施

生活習慣と学力向上とのつながりを紹介した。 ④-3 継続実施
④-3 食育教育の推進(食育リーダー) ④-3 各教科，領域における指導内容を整理し，体系的に全体計画を ④-4 協議テーマの

策定した。特に食料自給率やフェアトレード，食品ロスについて学習 工夫
した。

④-4 学校保健委員会での評価と改善(環境，厚生) ④-4 12/8 学校保健委員会を開催した。学校医，学校歯科医より感染
症やむし歯予防対策，生活習慣改善等について指導助言を得た。

⑤-1 魅力ある図書館づくりと読書啓発活動の工 ⑤-1「図書館だより」を毎月発行し，本年度からはホームページへ掲 図書の貸し出し数も休校期 ⑤-1,2,3 継続実施
夫(情報・図書) 載するなど，広く啓発活動を行った。 間があったことを踏まえると

⑤-2 効果的な読書活動の推進(情報・図書) ⑤-2 6/9，1/19集団読書会を実施した。各ＨＲの図書委員が選定した 多い方ではないか。また，ビ
図書をＨＲ生徒全員で読み，班に分かれて感想や考え方等について意 ブリオバトルの取組等すばら
見交換した。新たな発見に出会うとともに，新たな関心が呼び起こさ しいものがある。
れ，読書の意義，面白さを実感できた。心の交流が図られ，コミュニ 読書推進に関して，キャリ
ケーション能力も向上した。また，１・２年ではビブリオバトルを実 ア教育の観点での取組が充実
施し，その中から県大会の本校代表２名を選出した。うち１名は県優 している。
秀賞を受賞した。

⑤-3 学習と読書の関連性強化(情報・図書) ⑤-3 国語の授業やキャリア教育の調べ学習等で，図書館の積極的な
利用を図った。また，進路指導室では，大学入試（小論文対策等）に
限らず，知の構築を目指す魅力的な本を多数提供した。社会に対する
情報感度が高まり，問題意識の深まりとともに自分の意見をもつに至
っている。また，新たな興味分野発見の手がかりとなっている。

⑥-1 大学等の進路説明会への積極的な参加と報 ⑥-1 コロナ禍で各大学等における説明会はなかった。 感染症対策を行いながら教 ⑥-1 継続実施
告(進路) 育活動を進めていく，不自由 ⑥-2 情報の全職員

⑥-2 進路情報の収集と効果的な提供(進路) ⑥-2 受験後に提出した「受験報告書」（小論文，面接，感想等）過 さの中で出来ることを模索し 間での共有化
去問（赤本・青本等）を整理し紹介した。進路室利用ガイダンス等に ていく１年間であったと思う。⑥-3 ＨＲ担任の日
より，１・２年生の来室人数，資料活用が増えた。進路選択が現実の そのような状況中でも新しい 常的ガイダンス
ものとなる３年生に対しては，大学及び予備校等から全国レベルの変 試みを行うことが出来たのは ⑥-4 ネクストリー
化等の情報を得るとともに，精度の高いデータを担任と共有しきめ細 収穫ではないか。 ダープログラムへ
かな進路指導を行った。出願対策，進路先決定に資することができた。 １年次からのガイダンスも の参加者増

⑥-3 進路ガイダンスの充実(進路) ⑥-3 12/14 １・２年生を対象に進路講演会（リモート）を実施した。 効果的と考える。 ⑥-5 継続実施
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進路指導主事が，入試制度のほか，それぞれの学年の現状，今そして ⑥-6 組織的な取
これからすべきこと等を具体的に伝えた。自己実現に向けて必要な知 り組み（学年団等）
識，情報を得るとともに意識改革が図られた。 ⑥-7 ハローワー

⑥-4 他校との連携(進路) ⑥-4 ネクストリーダー育成プログラムに１名が申し込み，リモート クとの密接な連携
による講演視聴，ワークショップ等を体験した。協働や対話を通して ⑥-8 継続的計画
新たな気づきや発見が得られ，自分の考えを広げ深めることができた。
当初計画していた合同勉強会については，コロナ感染予防のため実施
を見送った。

⑥-5 各種体験活動の推進(進路，全教員) ⑥-5 ふれあい看護体験，医療体験の他，大学授業体験等を計画して
いたが，それぞれ中止となり 体験等の活動ができなかった。

⑥-6 組織的，計画的な企業訪問の実施(進路) ⑥-6 本校生が就職を希望している企業７社を訪問し本校教育をＰＲ
するとともに求人依頼を行った。内２社は卒業生のアフターケアを行
った。採用担当者から採用計画，求める人物像等についての情報収集
とともに，職場環境を知るよい機会となった。 就職した生徒の相談
や励まし，心のケアができた。

⑥-7 就職希望生徒への指導の強化(進路) ⑥-7 生徒本人や保護者の考えを十分に聞き，また，個人的な相談に
応じながら適切な進路先決定に努めた。履歴書，志望理由書作成を通
して，社会生活上の基本的な、マナーやコミュニケーション能力等，
社会人・職業人としての基本的な能力も培った。

⑥-8 保護者対象の進路相談会の開設(進路) ⑥-8 新しい取り組みであったが，コロナ禍で開設できなかった。
⑦-1 資格取得講座の開設(教科) ⑦-1 英語検定は第１回を10/3（１次），11/8（２次），第２回を1/23 英検等，資格取得を積極的

（１次），2/21（２次）に実施した。数学検定は2/13に実施した。そ に推奨してほしい。
れぞれ放課後に，個別，グループ別指導を行った。

⑦-2 取得ガイダンスの充実(教科) ⑦-2 各検定とも特徴とメリット等について，ポスター掲示とともに
パンフレット等を通して受験案内を行いチャレンジを促した。

＊ 「評定」の基準 A:十分達成できた B:概ね達成できた C:あまり達成できなかった D:全く達成できなかった
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総 括 評 価 表
重点課題 ２
「支えあう仲間づくりと人権教育の推進」
＊「評価指標」の（ ）内は，昨年度の目標→実績

自 己 評 価 学 校 関 係 者 評 価
今後の改善方策重 点 目 標 評価指標と活動計画 評 価

評価指標 評価指標による達成度 評定 総合評価 総合評価（評定）
人権学習ホームルーム活動満足度90％以上 人権学習ホームルーム活動満足度96％
（95％目標→81％）

Ａ
評定

（全体レベル）
①学習における他の生徒との協力度 100％ ①学習における他の生徒との協力度 100％

Ａ Ｂ
一人一人を大切にし，互い （85％目標→100％）
に思いやり尊重する態度を ②個別人権課題「同和問題」取扱い度 35％以上 ②個別人権課題「同和問題」取扱い度 50％ Ｂ
育てるとともに，ともに学 （35％目標→27％） Ｂ
び励まし合い，支え合い高 ③校内外研究大会，研修会参加率 100％ ③校内外研究大会，研修会参加率 0％ Ｃ 所見
めあう仲間づくりをすす （70％目標→100％） 人権を大切にす
め，生命や人権を大切にす ④地域研修会への参加教員数 10人以上 ④地域研修会への参加教員数 7人 Ａ る意欲を培う活動
る意欲を培い実践力を身に （10人目標→5人） を継続することに
つける。 ⑤特別支援教育相談活動に係る職員の満足度 特別支援教育相談活動に係る職員の満足度 75.7％

Ｂ
より，大多数の生

90％以上（新規） 徒にとっては，支
活動計画 活動計画の実施状況 え合う仲間づくり 学校関係者の意見 ①-1 さらに深化し

（下位組織レベル） ①-1 落ち着いて学習できる環境作りの促進(全教員) ①-1 すべての教科及び人権学習において協働学習が取り入れられた ができている。一 特になし た仲間作りのため
(毎時間という意味ではない）。 方，少ないながら の工夫

①人権が尊重される人間関 ①-2 生活実態調査の実施や個人面談等でいじめ ①-2 生活実態調査や個人面談等で，いじめの実態把握と対応が迅速 も無関心な生徒や ①-2 継続実施
係づくり，仲間づくり の実態の把握および対応(人権，生徒指導) に行われた。 人権ホームルーム

②-1 個別人権課題「同和問題」ホームルーム活 ②-1 様々な人権問題を，３年間を通して系統的に学習できるように 活動等の時だけ正 新型コロナウイルス感染症 ②-1 今日的な人権
②人権学習，啓発活動の充 動の計画的・継続的な実施(人権) 実施した。 論を主張する生徒 による差別や誹謗中傷は，学 問題の，ホームル
実 ②-2 人権問題啓発講演会，映画会の継続的な実 ②-2 7/31学校での映画会はできなかったため映画「聲の形」(TV放 もいる。 習題材として取り上げてほし ーム活動での取り

施(人権) 送)を推奨し，多くの生徒が観賞した。また，9/29谷村千絵氏による また校外との交 い。 上げ
③教職員研修の充実 「コロナと人権」と題した講演会を実施した。 流が少なかったこ 紙芝居等の作成や小学生の ②-2,3,4,5 継続実

②-3 生徒の主体的な啓発（交流）活動の企画・ ②-3 じんけん部員と有志の生徒で，地域の施設で小学生に向けて， ともあり，互いを 交流活動など地域との交流が 施
④地域や関係諸機関等との 実施，成果等の発信(人権) 新型コロナウイルス感染症に係る人権侵害がないように啓発する紙芝 尊重する態度が育 でき成果が上がったと思う。
積極的な連携 居を作成した。また，じんけん部員はオンラインも含めた「中・高生 てられているか 生徒主体の活動ができてい

による人権交流集会」にも参加した。 を，客観的に評価 ることはすばらしい。
⑤特別支援教育の充実 ②-4 校内人権問題意見発表会の実施(人権) ②-4 10/6選ばれた６名が個々の視点で人権問題についての考えを発 する機会を持ちに SDGs，LGBT等をテーマとし

表した。 くかった。 て欲しい。
②-5 「阿波高人権の日」に係る生徒主体の啓発 ②-5 ２年生人権委員では，自分の興味のある人権課題について調べ， 現状をさらによ

活動の実施(人権) 人権の日の資料を作成することができた。１・３年生人権委員では， くするためには，
人権新聞にて意見を発表することができた。 想像力を膨らませ

③-1 指導方法の工夫，改善を図る研修会の実施(人 ③-1 学年別研修会および選考授業研究を行った。 たり，行動力を発 研修については，多忙とは ③-1 教科を越えた
権) 揮したりする機会 思われるが，ぜひお願いした 横断的な指導方法

③-2 各種研究大会，講演会への積極的な参加と ③-2 本年度はコロナ禍のため，各種研究大会や講演会が中止となり をさらに持つ必要 い。 の確立
報告の徹底(人権) 参加ができなかった。 がある。 コロナの影響であろうが， ③-2 校内での研修

③-3 生徒と学ぶ研修会の実施(人権) ③-3 推奨映画や講演会の内容について，生徒の感想を読んだり，担 校外との交流が少ない気がす 方法の工夫と実践
任や教科担任が授業の折に話題に触れることで共に学んだ。 特別支援教育に る。評価方法についてもＳＮ ③-3 継続実施

ついては，専門家 Ｓの活用も考えられる。
による適切なアド
バイスを受け，生
徒の支援に役立て
ることができた。

④ 地域や市役所等との連携(人権) ④ 有志の生徒による紙芝居披露を，地域の２施設で行った。 特になし ④ 継続実施

⑤-1 特別支援体制の確立(教育相談) ⑤-1 既存の校内組織を活用して体制を整えた。当該生徒については， 特になし ⑤ 継続実施
情報提供や教育相談を行い，本人や保護者の心情等に配慮しつつ支援
した。

⑤-2 相談活動及び専門機関等へのコーディネイ ⑤-2 迅速かつ適切なつなぎを心がけ，総合教育センターへの電話相
ト(教育相談) 談やスクールカウンセラー派遣事業，巡回相談につなぐなど，適切な

相談活動及び専門機関等へのコーディネートを行った。
⑤-3 教職員の生徒理解，支援能力の向上(教育相談) ⑤-3 9/29 鳴門教育大学 谷村千絵氏を招聘し「コロナと人権」の講

演を聴き研修を行った。
＊ 「評定」の基準 A:十分達成できた B:概ね達成できた C:あまり達成できなかった D:全く達成できなかった
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総 括 評 価 表
重点課題 ３
「キャリア教育の推進」
＊「評価指標」の（ ）内は，昨年度の目標→実績

自 己 評 価 学 校 関 係 者 評 価
今後の改善方策重 点 目 標 評価指標と活動計画 評 価

評価指標 評価指標による達成度 評定 総合評価 総合評価（評定）
基礎的・汎用的能力に関する「人間関係形成・ 生徒の自己評価を７月と11月に調査し，その変化を数値化

社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課 して評価した。調査は，「４つの能力」各々に当てはまる具 評定 キャリア教育に
（全体レベル） 題対応能力」「キャリアプランニング能力」の「４ 体的な複数の項目の達成状況を回答する方法で行った。 おける，基礎的・

つの能力」について，調査した指標の値の増加 「人間関係形成・社会形成能力」・・・7.5ポイント増加 汎用的能力の向上
自らの成長に気づかせ，自 10ポイント以上（新規） 「自己理解・自己管理能力」・・・・・7.5ポイント増加 Ｃ に基づいた評価指
己の価値観を形成させなが 「課題対応力」・・・・・・・・・・・8.0ポイント増加 標のわかりやすい
ら進むべき道を描けるよう 「キャリアプランニング能力」・・・・7.5ポイント増加 Ｂ Ｂ 提示
にさせるとともに，地域社 それぞれの能力において，10ポイント以上の増加は見られな 教職員，生徒に
会の一員としての自覚を持 かった 対し，価値づけと
たせ，地域社会に貢献しよ ①キャリア教育に関する内容にかけられる授業時 ①キャリア教育に関する授業時間数 年間6時間（１年） Ａ なる取組の展開
うとする意欲を高める。 間数 年間6時間 （新規） 年間6時間（２年）

②キャリア教育に関するプログラムの実施 ②キャリア教育に関するプログラムの実施 Ａ
各学期1回以上（新規） 各学期に１回以上実施

（下位組織レベル） 活動計画 活動計画の実施状況 所見 学校関係者の意見 ①-1 「キャリア・
①-1 キャリア・パスポートの作成と活用（進路・総探) ①-1 キャリア・パスポートを作成し，ホームルーム活動等で生徒に 「『キャリア・ 評価指標の観点がわかりに パスポート」の年

①キャリア教育に関する計 取り組ませることができた。さらに，生徒が記入した内容に対して， パスポート』スタ くい。 間計画の作成とそ
画等の整備の推進 教員による評価も行われていた。 ートアップ事業」 キャリア教育についても様 の運用

①-2 「総合的な探究の時間」やホームルーム活 ①-2 「総合的な探究の時間」やホームルーム活動において，学びや の指定校となり， 々な取組をして充実している。①-2 阿波市との連
②キャリア教育に関する実 動でのキャリア教育に関する内容の増加（進路 活動の振り返りを行い，自らの成長や課題について自覚させる機会を 「キャリア・パス キャリア・パスポートは， 携と，課題研究の
施プログラムの充実 ・総探) 多く設けた。特に，１年生では，様々な学問分野における今日的な課 ポート」の効果的 自己の振り返りには良いもの 取組の発展

題を知る機会を多く設けた。２年生では，探究のプロセスを習得する な活用法を考案 ではないかと思う。 ①-3 阿波市の小・
とともに，阿波市と連携を図りながら，課題研究に取り組むことがで し，実践すること 阿波市役所との連携は良い 中・高校の教員に
きた。 に取り組んだ。事 ことである。今後，阿波高校 よる情報交換会の

①-3教職員に対する研修の実施（ｷｬﾘｱ教育推進委員会） ①-3「総合的な探究の時間」における探究学習をテーマとした教職員 業を通して，新た の中核的な活動になるのでは 継続
研修を実施した。さらに，筑波大学教授の藤田晃之氏による，「キャ なキャリア教育の ないか。
リア・パスポートの意義と小・中・高の連携」をテーマとした講演会 プログラムを構築
を実施した。その際，阿波市の小・中・高校の教員による情報交換会 することができ，
も実施した。 キャリア教育の充

②-1 地域社会，産業界との連携(総探,就職) ②-１大塚製薬から講師を招き，「キャリア教育講演会」を実施した。 実を図ることがで オンラインでの授業等を取 ②-1,2 外部講師に
・社会人講師の招聘 四国大学の加渡いづみ氏を招き「消費者教育講演会」を実施した。 きた。 り入れ，先生方は苦労された よる講演会やワー
・企業，行政施設等の訪問 ２年生の「総合的な探究の時間」では，阿波市企画総務課の曽我部勉 と思うが，生徒達には，新し クショップの展開

氏，大道剛氏を招き，講演会を実施した。さらに，代表の生徒が阿波 「総合的な探究の い芽生えができたのではない
市役所を訪問し，市役所の担当職員に対して，事前に考えた質問をも 時間」における新 か。
とにインタビューを行った。 たなカリキュラム

②-2 大学・専門学校等との連携（進路・総探) ②-2 「企業を知ろう～フューチャーセッション～」をオンラインで を構築し，運営す
・学部・学科説明会の実施 阿波高校で実施した。また，「科学への誘い～advanced～」における ることができた。
・アカデミックインターンシップの実施 全ての講義に参加した。

＊ 「評定」の基準 A:十分達成できた B:概ね達成できた C:あまり達成できなかった D:全く達成できなかった
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総 括 評 価 表
重点課題 ４
「基本的生活習慣の確立と規範意識の育成」
＊「評価指標」の（ ）内は，昨年度の目標→実績

自 己 評 価 学 校 関 係 者 評 価
今後の改善方策重 点 目 標 評価指標と活動計画 評 価

評価指標 評価指標による達成度 評定 総合評価 総合評価（評定）
生徒の規範意識度 99％以上 （99％目標→98％） 生徒の規範意識度 98％

評定
（全体レベル）

Ｂ

愛情と信頼に満ちた人間関 ①頭髪・服装違反率 １％以下 ①頭髪・服装違反率 １％
係を構築し，社会の一員と （1％目標→1％）

Ａ Ｂ

しての責任と義務を自覚さ ②遅刻者数（日平均）3.0人以下 ②遅刻者数（日平均）2.6人
せるとともに，自律心を養 （3.0人以下目標→3.8人）

Ａ

い規範意識を醸成する。 ③携帯電話使用に係る指導数 4以下 ③携帯電話使用に係る指導数 6 所見
（4目標→8） Ｂ 子どもの将来を
④交通事故発生件数 4件以下 ④交通事故発生件数 8件 Ｃ 考え時間や労力を Ｂ

（下位組織レベル） （4件目標→6件） 惜しまず,心に訴
違反報告者数（阿波吉野川警察署）0人 違反報告者数（阿波吉野川警察署）0人 Ａ え心に響く心を動

①頭髪・服装指導の徹底 （3目標→0） かす指導を行って
⑤地域の街頭補導の参加者数（教職員のみ） ⑤地域の街頭補導の参加者数（教職員のみ） いる。

②遅刻者の減少 39人以上 （ＰＴＡ含む40人目標→40人） 32人
Ｃ

⑥三者面談実施率 130％以上 ⑥三者面談実施率 123％ 交通安全は,平
③授業規律の確保 （130％目標→128％） Ａ 和で安全な生活を

教育相談週間実施数 3以上 教育相談週間実施数 3 守る基本である。
④交通事故の防止と通学マ （3目標→3） 様々な場面で生徒
ナーの向上 活動計画 活動計画の実施状況 にアプローチす 学校関係者の意見 ①-1,2,3 継続指導

①-1 教職員の共通理解（情報共有）(生指) ①-1 学年会において,頭髪・服装指導について共通理解と情報共有を る。今後も継続し 成人年齢が引き下げられる 頭髪に対する指導
⑤家庭，地域，関係機関と 行った。 て地域・関係機関 こともあり，関係機関との連 の徹底
の連携 ①-2 生徒指導全校集会の実施(生指) ①-2 5/21,5/22,7/31,8/17,12/23,1/8リモートで生徒指導主事の講話 と連携し,定期的 携を深め，ルールやマナーに

を行った。 に情報交換を行い ついて身につけられるような
⑥教育相談機能の充実 ①-3 服装・頭髪指導週間の設定と改善指導の強 ①-3 6/1-5,8/17-21,10/1-5,1/8-13,2/12-15 年間５回期間を設定し 強化していきた 取組をお願いしたい。

化(生指) て実施した。 い。
②-1 遅刻指導週間の実施(生指) ②-1 各学期に１回（6/21-26,10/19-23,2/8-12)期間を設定して実施 遅刻者が少ないのはすばら ②-1,2,3 回数に応

した。 教科担任や養護 しい。 じての指導,家庭と
②-2 生徒指導主事，学年主任，管理職等による ②-2「遅刻カード」を提出させ遅刻理由の確認や生活指導を行った。 教諭等からの情報 の連絡強化
改善指導の徹底(生指) また遅刻常習者を把握して,学年を中心に組織的な改善指導を行った。が，生徒の状況を

②-3 個別指導，面談の実施(生指) ②-3 改善が認められない生徒に対しては,変えるチャンスと捉えて呼 把握することに役
び出し,個別指導を行い,また面談を通して背景や理由を掴みどう改善 立った。生徒の不
すれば遅刻がなくなるかをともに考えた。 安や悩みにいち早

③-1 始，終業の挨拶・マナーの徹底(全教員) ③-1 チャイムが鳴る前に教師が教室に行き，着席，授業の準備状況 く気付くことがで 取組を継続してほしい。 ③-1 学習規律の確
等を確認し，チャイムと同時に挨拶する。 き，学年等で情報 保

③-2 携帯電話使用規則の徹底(全教員) ③-2「スマートフォンの使用」に係る校内規則を策定し，これに基ず 共有することがで ③-2 教師間の共通
き原則，始業から終業までは使用禁止とした。 きた。 理解,共通実践

④-1 通学時の校門，駐輪場指導(生指) ④-1 登校時,当番教職員２名が校門に立ち登校マナー,挨拶,身だしな 学校周辺のヒヤリハットマ ④-1 事故遭遇時の
み等の指導を行った。下校時には教頭,生徒指導主事等がバイクの出 ップを作ってみてはどうか。 対応指導
入り口に立ち一時停止,左右確認等の指導を行った。駐輪場は計画的 きめ細やかな交通安全指導 ④-2 継続実施
に見回り整理整頓を徹底した。 ができている。 ④-3 継続実施

④-2 通学路点検，街頭指導の実施(生指) ④-2 毎月20日の学校安全の日の登校時に街頭指導を行った。交差点 ④-4 継続実施
14か所に正担任または副担任が立ち,自転車,バイクの安全,マナー等 ④-5 継続実施
の指導を行った。

④-3 自転車，バイク車体検査の実施(生指) ④-3 ５月に正副担任でバイク,自転車の点検およびステッカーの確認
を行った。

④-4 二輪車実技講習会の実施(生指) ④-4 7/15阿北自動車教習所で第２学年対象に原付安全実技講習会を
実施した。ブレーキング,バランス走行を行い,指導助言を受けた。ま
た交差点事故の実技検証を実施し個々のケースに学んだ。

④-5 交通安全講演会の実施(生指) ④-5 交通安全講習会に代わって体育館で各学年交通安全集会を行っ
た。

⑤-1 ＰＴＡ役員会等での情報提供(生指) ⑤-1 柿原保育所跡駐車場を本校生も有効に使用できるように阿波市 生徒と保護者の連絡を密に ⑤-1 家庭との連携
と協議した。 取り，送迎時の車の駐車時間 強化

⑤-2 警察，補導センターとの情報交換(生指) ⑤-2 生指協等を通して阿波吉野警察署,補導センターと定期的に情報 をできるだけ短くしてほしい。⑤-2 継続実施
交換し,内容を職朝等で職員に連絡した。 ⑤-3 継続実施
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⑤-3 地域の街頭補導の実施(生指) ⑤-3 阿波市青少年補導員連絡協議会主催で,生徒指導主事が４回吉野 ⑤-4 継続実施
町内の巡視を行った。コロナの影響で巡視計画の回数が減った。

⑤-4 全国交通安全運動への参画(生指) ⑤-4 春(4/6-4/15),秋(9/21-9/30)の全国交通安全運動期間に,生徒が
地域の交通安全委員と協力し沿道に立ち,交通安全を呼びかけた。

⑥-1 保健室相談機能の有効活用(教育相談,養教) ⑥-1 養護教諭がカウンセリング機能を発揮し，家庭での問題や身体， 支援を必要とする生徒につ ⑥-1,3,4 継続実施
性に関する悩み等を聴き適宜担任等に報告した。 いては，関係教職員の情報交 ⑥-2,5 スクールカ

⑥-2 情報の共有化と支援プランづくり(教育相談) ⑥-2 「支援を要する生徒」について，必要に応じて関係者会を開催 換を定期的に行ってほしい。 ウンセラーによる
し情報交換を行い，指導の方向性等を検討した。 養護教諭の先生には，引き コンサルテーショ

⑥-3 専門家による研修会の実施 (教育相談) ⑥-3 教育相談職員研修会を人権教育課と合わせて実施した。9/29 鳴 続き悩める生徒の良き相談相 ンの充実
門教育大学 谷村千絵氏を招聘し「コロナと人権」，10/29 おやこひ 手になってくれることを望む。
ろば桜梅桃李 柳谷和美氏を招聘し「デートＤＶとその後～自分らし 相談週間等で生徒の声を聞
く生きるためには～」の講演を聴き研修を行った。 く機会を大切にしてほしい。

⑥-4 教育相談週間の設定(教育相談) ⑥-4 年間３回（5/25-5/29，9/7-9/18，1/18-1/22）教育相談週間を
設定し，個別面談等を行った。

⑥-5 スクールカウンセラーの派遣(教育相談) ⑥-5 心理的な要因により学校に来られない生徒や不安を抱える生徒
に，スクールカウンセラーを招聘し，生徒や保護者のカウンセリング
を実施するとともに，支援方法について指導助言を得た。

＊ 「評定」の基準 A:十分達成できた B:概ね達成できた C:あまり達成できなかった D:全く達成できなかった
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総 括 評 価 表
重点課題 ５
「特別活動の活性化と豊かな人間性の育成」
＊「評価指標」の（ ）内は，昨年度の目標→実績

自 己 評 価 学 校 関 係 者 評 価
今後の改善方策重 点 目 標 評価指標と活動計画 評 価

評価指標 評価指標による達成度 評定 総合評価 総合評価（評定）
生徒のＨＲ活動満足度83％ 生徒のＨＲ活動満足度83％
（83％目標→83％） 評定

（全体レベル） 生徒の学校行事満足度84％ 生徒の学校行事満足度84％ Ｂ
（84％目標→84％）

創造的な活動を通して集 ①新企画数 3以上 ①新企画数 3 Ａ Ｂ
団，社会の一員としての自 （3目標→3）
覚を深め，よりよい生活， ②部活動加入率 87％以上 ②部活動加入率 87％以上

Ｂ
Ｂ

環境づくりに主体的に取り （87％目標→87％）
組む意欲と実践力を育て ③文化祭肯定評価 92％ ③文化祭肯定評価 75％

Ｂ
所見

る。 （82％目標→92％） 規範意識，公共
④地域清掃活動ボランティア参加者数 ④地域清掃活動ボランティア参加者数 の精神，社会貢献
実施毎に 100人以上 第１回195名，第２回164名，第３回150名 （計509名） Ａ の意識を高めると

（下位組織レベル） （校外行事50人目標→85人） ともに，豊かな人
活動計画 活動計画の実施状況 間性・社会性を育 学校関係者の意見

①生徒会の活性化 ①-1 生徒による新しい活動の企画,運営 (特活) ①-1 コロナ禍における活動として，球技大会，学校祭，予餞会全て てている。 コロナ禍の中，学校祭，修 ①コロナ禍におけ
が従来の形では行えず，感染防止の観点を重視し，新しい企画・運営 部活動をはじ 学旅行等，密度の濃い取組が る活動を踏まえた

②部活動の充実・活性化 で実施した。 め，生徒会活動， できたと思う。 工夫
①-2 学校行事への主体的な参画 (特活) ①-2 生徒会「体育委員会」「文化委員会」「厚生委員会」と各部活動 校内外の活動が，

③学校行事（学校祭等）の が，球技大会の運営，学校祭の計画・準備に加え，全て学校行事にお コロナ禍のため感
活性化 いて消毒作業を行い、主体的な役割を担った。 染防止の観点か

①-3 社会貢献活動の企画・実施及び参加(特活) ①-3 感染防止のため，校外での活動が中止になった。 ら，中止や自粛・
④ボランティア活動の推進 縮小となり，従来

②-1 顧問と生徒，保護者との良好な人間関係づ ②-1 日常的に生徒の個性を尊重し，指導を行った。部活動保護者会 通りの活動はでき 特になし ②継続実施
く り(部活顧問) の開催は多くの部で実施できなかったが，連絡を密にし，大会参加な なかった。その中

どの活動計画や活動状況の情報伝達を行った。 で，球技大会を学
②-2 部活動顧問会議の開催と意見交換(部活顧問) ②-2 学期に１回部活動顧問会議を開催し，部員の状況や年間の取り 年ごとに開催した

組み等情報交換を行った。体罰禁止，熱中症対策，感染症対策の徹底 り，学校祭を午前
等を確認した。 中に体育祭，午後

②-3 管理職への報告・連絡・相談の徹底(部活顧問) ②-3 感染防止と熱中症予防と対応について職員に周知し，怪我や熱 に文化祭として縮
中症等についての報告を徹底した。 小して実施したり

②-4 部活動のスリム化(特活) ②-4 今年度２４部であったが，来年度は２２部となる。 したが，生徒達の
②-5 活動及び結果等の広報活動(部活顧問) ②-5 11月3日の体験入学時に部活動紹介を行うとともに，中学校進学 積極的な取り組み

説明会等でも広報した。 により，困難な状
③ 生徒の主体的な活動支援(特活) ③ 生徒会や専門委員会において，生徒からの企画・発案を促した。 況下ではあったが 特になし ③継続実施

充実した活動を行
④ 地域清掃活動の充実(環境厚生) ④「地球環境を守る日」（10/28，12/14，2/12）を実施し，のべ509 うことができた。 特になし ④継続実施

名の生徒が参加した。学校周辺の道路等の清掃活動を通じて地域への
理解が深まった。

＊ 「評定」の基準 A:十分達成できた B:概ね達成できた C:あまり達成できなかった D:全く達成できなかった
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総 括 評 価 表
重点課題 ６
「環境美化と健康，安心・安全な学校づくり」
＊「評価指標」の（ ）内は，昨年度の目標→実績 A:十分達成できた B:概ね達成できた C:あまり達成できなかった D:全く達成できなかった

自 己 評 価 学 校 関 係 者 評 価
今後の改善方策重 点 目 標 評価指標と活動計画 評 価

評価指標 評価指標による達成度 評定 総合評価 総合評価（評定）
校内美化に関する満足度 65％ 校内美化に関する満足度 59.8％
（65％目標→57.5％） 評定

（全体レベル） Ｃ

①職員室のクリアデスク実施率 65％以上 ①職員室のクリアデスク実施率 50％以上
創造的な活動を通して集 （65％目標→37％）

Ｃ
Ｂ

団，社会の一員としての自 ②電気使用量前年度比 2％減 ②電気使用量前年度比 5％減
覚を深め，よりよい生活， （2％目標→3％） Ａ Ｂ
環境づくりに主体的に取り ③生徒の防災意識度 75％以上 ③生徒の防災意識度 71.2％以上
組む意欲と実践力を育て （75％目標→68.6％） Ｂ 所見
る。 ④生徒の朝食摂取率 93％以上 ④生徒の朝食摂取率 91.6％ Ｂ 生徒の衛生美化

（92％目標→92.5％） 意識，環境・エコ
⑤生徒の野菜摂取率 79％以上 ⑤生徒の野菜摂取率 83.1％ 意識は期待値に達

（下位組織レベル） （75％目標→78.3％）
Ａ

していない。クリ
活動計画 活動計画の実施状況 アデスク等，教職 学校関係者の意見 ①-1 公共心の育成

①衛生・美化意識の高揚 ①-1 日常の清掃活動の徹底(環境厚生) ①-1 開始と終了時間が守られ，多くの生徒が一生懸命持ち場の清掃 員の率先した取り 生徒一人ひとりが自分を大 ①-2 教職員の意識
に取り組むことができた。みんなで使う場所を大切にするという公共 組みが必要であ 切にする心を育成できれば， 改革と実践

②環境教育の推進 心を養うことができた。 る。 奉仕の精神や防災意識も高ま ①-3 清掃評価表の
①-2 教室等のゴミ分別の徹底(環境厚生) ①-2 ゴミ分別度は87％で「あまりできていない」と評価したクラス 教職員が正しい るのではないか。 公表

③防災教育の充実 が２つあった 心肺蘇生法やＡＥ ①-4 クリアデスク
①-3 一斉大掃除の計画的実施(環境厚生) ①-3 一斉大掃除の計画的な実施により，定期的に学校内外の美化が Ｄ，エピペン注射 の日の設定

④健康意識の高揚と啓発活 図られた。来客等を迎える意識や態度，作法が育っている。しかし， の使用方法を理解
動の充実 廊下，トイレの清掃状況に格差が認められ，監督，指導の強化が課題 し，傷病者への迅

である。 速かつ適切な対応
⑤食育の推進及び啓発 ①-4 職員室の整理・整頓（クリアデスク）(全教員) ①-4 机上の整理・整頓は個によって差異が明確であった。個の性格 能力を身に付ける

はもちろん，業務の煩雑さや多忙化も徹底できない要因にある。工夫 ことができた。生
と改善が必要である。 徒厚生委員は，自

②-1 学校林整備作業の実施(1年団) ②-1 コロナ禍により学校林整備作業は実施できなかった。 らが保健・衛生の 特になし ②-1 新型コロナウ
②-2 環境ＩＳＯの推進(環境厚生) ②-2 学校における節電･節水・ゴミ分別・リサイクル活動に，継続的 重要性について認 ィルス感染状況及

に取り組んだ。生徒も教員も共に環境に対する意識が高まった。 識するとともに， びマダニ分布状況
委員としての役割 の観察継続
を果たすという責 ②-2 継続実施と成
任感が育った。 果の発信

③-1 学校防災計画の作成と職員への周知安全点 ③-1 ５月に学校防災計画を策定し，職員室に掲示し内容を確認した。 防災啓発活動（段ボールト ③-1 計画的な安全
検の実施（生指) 業者の安全点検に同席した。 イレ等の制作）は，今後も継 点検の実施

③-2 防災教育ワークショップの実施(１年団) ③-2 外部講師を招聘しての防災教育活動は中止した。代替として， 続して欲しい。 ③-2 共労による，
ＨＲ単位で探究的な学びの手法を体験する中で，震災復興に取り組む 被災地エコタワシ，学校林 共助・自助による
まちづくりを参考に，防災に対する意識の向上を図った。 整備作業も再開できればと思 人権感覚の育成と

③-3 教職員研修会の実施（生指) ③-3 コロナ禍により防災教職員研修会は実施できなかった。 う。 行動力の向上
③-4 効果的な訓練の実施(生指) ③-4 徳島中央広域連合中消防署と連携し,通報・避難・消火訓練を７ オリジナルトイレが家庭に ③-3 継続実施

月13日に計画していたが,コロナの関係で消防署員の派遣が難しいた 普及することを期待する。 ③-4 実際に即した
め,本校職員の指示で避難訓練を実施した。 訓練の実施

③-5 地震等発生時（深夜，休日等）の迅速な対 ③-5 本校の「防災計画」に基づき対応することを確認した。 ③-5 防災計画に基
応(生指) づく段階実施

③-6 被災地支援と防災啓発活動(家庭クラブ) ③-6 コロナ禍により被災地支援は実施できなかった。生徒がオリジ ③-6 実施可能範囲
ナルの携帯トイレを製作し，各自持ち帰り，災害に備えるとともに， の検討による支援
家族の防災啓発活動に努めた。 や啓発活動の見直

し
④-1 心肺蘇生法・食物アレルギーに関する講習 ④-1 7/13 心肺蘇生法・食物アレルギーに関する講習会を，体育科教 厚生委員会での生徒の主体 ④-1 シミュレーシ
会の実施(環境厚生) 諭と養護教諭が講師となり実施した。 的な活動がよくできている。 ョン実習の導入

④-2 「保健だより」の効果的な活用(環境厚生) ④-2 保健だよりの教室掲示に当たりＨＲで生徒厚生委員が内容説明 ④-2,3,4,5 継続実
を行った。内容は生徒の健康課題に合ったものやタイムリーな情報を 施
集め，見やすいレイアウトを工夫した。 ④-6 継続的な実践

④-3 厚生委員会活動の活性化(環境厚生) ④-3 手洗い場の管理（石けん液，消毒液の補充），健康診断の補助， につなげる指導方
阿波高祭の救急処置活動，保健だより教室掲示の事前指導等，年間を 法の工夫と家庭と
通して活動を支援した。 の連携強化
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④-4 保護者，関係機関との連携(環境厚生) ④-4 12/17 吉野川保健所管理栄養士 篠原芳恵氏とＡＷＡがん対策募
金理事 宮本良之氏を招聘し「がんを予防する生活習慣」の講演とが
ん検診を勧めるメッセージカードの作成を実施した。

④-5 学校保健委員会の充実と結果の活用(環境厚生) ④-5 12/8 学校保健委員会を開催した。学校医，学校歯科医により，
感染症やむし歯の予防対策や生活習慣改善等について指導助言を得
た。内容については，保健だより１月号に掲載し，生徒，教職員に周
知した。

④-6 生活習慣改善プロジェクトの実施(環境厚生) ④-6 臨時休業中に健康力アップ30日作戦を実施した。健康の保持増
進を目指し，生活習慣改善に向けての身近な取組を継続的に行った。
適切な目標設定を指導し，70％実現を目指した。

⑤-1 食育全体計画の組織的な実施(食育ﾘｰﾀﾞｰ) ⑤-1 各教科，領域における指導内容を整理し，体系的に全体計画を 特になし ⑤-1 食育全体計画
策定した。今後は家庭との連携が課題である。 の家庭への周知

⑤-2 学校家庭クラブの啓発活動(家庭クラブ) ⑤-28/31 家庭クラブ委員が野菜の日に関連して製作した野菜摂取の ⑤-2 継続実施「食
（家庭・地域への情報提供） 啓発ポスターを掲示し，野菜摂取の必要性と現状について取り組んだ。 育便り」の発行」

また、野菜摂取を目標に各自が考えたレシピをコンテストに応募した。
（177名）今後は家庭への情報提供が課題である。

＊ 「評定」の基準
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総 括 評 価 表
重点課題 ７
「学校，地域の活性化と新しい学校づくり」
＊「評価指標」の（ ）内は，昨年度の目標→実績

自 己 評 価 学 校 関 係 者 評 価
今後の改善方策重 点 目 標 評価指標と活動計画 評 価

評価指標 評価指標による達成度 評定 総合評価 総合評価（評定）
令和２年度中学生進路希望調査に係る本校希望生 令和２年度中学生進路希望調査に係る
徒数 定員の1.2倍以上（1.2倍目標→1.21倍） 本校希望生徒数 定員の1.16倍

Ｂ
評定

（全体レベル）
①職朝５分以内実施率 70％以上 ①職朝５分以内実施率 75％

これまでの教育を充実・発 （３分：80％目標→65％） Ｂ
展させるとともに，大学入 職員会議１時間以内実施率 80％以上 職員会議１時間以内実施率 53％ Ｂ
試改革等，社会の変化に対 （70％目標→80％）
応した多様な教育を創造 行事削減率 3％ （2％目標→3％） 行事削減率 → 行事中止36件（18％）
し，地域に根ざした活力と ②外部講師活用数 12件以上 ②外部講師活用数 10件

Ｂ
所見

魅力ある学校づくりを推進 （30目標→31） 新学習指導要
する。 ③学校説明等訪問中学校 10校以上 ③学校説明等訪問中学校 10校 Ａ 領，大学入学者選 Ｂ

（10校目標→9校） （うち新規２校） 抜改革の動向を踏
（下位組織レベル） ④行事報告書（評価記入済）100％ ④行事報告書（評価記入済）100％ Ａ まえつつ，教育内

（100％目標→100％） 容を検討，実践し
①教育活動の見直しとスリ ⑤政治への関心度 92％以上 ⑤政治への関心度 90％ ていく必要があ
ム化 （95％目標→91.4％） Ｂ る。地域に根ざし

学校行事，ＨＲ活動等実施数 8以上 学校行事・ＨＲ活動等実施数 13 た活動を，生徒主
②高-大，高-社会への円滑 （8目標→8） 体による取組とし
な接続 ⑥消費者教育講演会の理解度・満足度 ⑥消費者教育講演会の理解度・満足度

Ａ
てさらに活性化さ

82％以上（80％以上目標→82％） 83％以上 せたい。学習によ
③広報活動の充実 活動計画 活動計画の実施状況 り培った力が他者 学校関係者の意見

①-1 教育活動の選択・集中とゆとりの確保(教務) ①-1 コロナ禍の影響で，年度を通して計画を常に見直しつつ活動し や社会に貢献する 業務改善として職員会議は ①-1,2 教職員の負
④組織マネジメントの定着 た。時期や実施方法の変更，中止等を行った。変更による教職員の負 ことを実感し，「生 １時間以内としてほしい。 担減を図る

担増加も多くなった一方で，中止により業務が無くなったものもある。きる力」に繋げて 個人，学校，校外での業務
⑤主権者教育の充実 ①-2 教職員の意識改革と既成概念からの脱却(全教 ①-2 自身の勤務時間の把握ができるようになったが，物理的な業務 いくことができる の洗い出しが必要である。

員) の効率化は同時には進んでいない。意識改革との兼ね合いが重点だが よう，今後も，地
⑥組織的，系統的な消費者 共通及び個別の課題点の洗い出しをする必要がある。 域と強く連携でき
教育の推進 ② 「総合的な探究の時間」の充実(総探,1,2学年団) ② キャリア教育と連携し，学びや活動の振り返りを行い，自らの成 る学校づくりを推 特になし ②継続実施

長や課題について自覚させる機会を多く設けた。特に，１年生では， 進していきたい。
様々な学問分野の今日的な課題を知る機会を設け，２年生では，探究 中学生やその保
のプロセス習得とともに，阿波市と連携し，課題研究に取り組んだ。 護者に対して，中

③-1 ホームページの充実(情報教育課) ③-1 年度途中にホームページの全面的更新が必要となったため，新 学校への進路説明 地元紙等，阿波高生の活躍 ③-1 様々な教育活
しいレイアウトでより充実したホームページを構築中である。 会やホームページ が掲載されていた。 動のホームページ

③-2 中学校での学校説明会の実施(教務課) ③-2 依頼のあった１０中学校の進学説明会等に校長と教務主任が出 等による本校の魅 地域との連携強化は，今後 掲載の，より一層
向き，スライドにより本校教育の概要等を説明した。また，中学校へ 力の発信を強化し の学校運営に益々必要となる の推進
の個別訪問を実施し，中学校長及び進学主任等に本校教育の概要等を ていきたい。 ので，更なる取組をお願いし ③-2 石井中学校，
説明した。 たい。 高浦中学校への訪

③-3 学校公開（授業等）の実施(教務課) ③-3 オープンスクールを実施し，ＩＣＴを活用した授業および部活 創意工夫して必要な行事を 問の実現
動を公開した。 実施したことがよくわかる。 ③-3 中学生体験入

③-4 学校案内メディアの開発(教務課) ③-4 中学生対象の「スクールガイド」の内容や表現を見直し，わか 学の再開
りやすいものに改善した。 ③-4 さらに見直し

を図る
④-1 学校評価システムの適切な運用(教頭) ④-1 前年度の評価結果等を踏まえ，評価指標，活動計画を策定した。 特になし ④-1,2,3 継続実施

教育活動の見直しや改善を図り実践する意識が生まれた。
④-2 行事計画書の報告，評価の徹底(教頭) ④-2 行事の目標を明確にし，目標達成に向けた具体的計画を策定し

た。その際「期待される成果」を具現化した態度や行動としてあげ評
価の視点とした。

④-3 目標管理シートとの連動性強化(教頭) ④-3「自己申告」に，学校の教育目標，経営方針の観点を入れ，組織
の要請と個人の目標の統合を図り，自己の役割を踏まえて目標を設定
し実践した。

⑤-1 主権者教育教職員研修会の実施(公民科) ⑤-1 4/7予定通り実施できた。 主権者教育及び消費者教育 ⑤-1 継続実施
⑤-2 全体計画の作成と実施(公民科) ⑤-2 主権者教育における学校全体の目標を明確にし，教育活動全体 が「生きる」ことの基盤にな ⑤-2,3 各課，各教

を通じて主権者教育を行うための全体計画を策定することで,教職員 る教育であると，生徒が気づ 科との連携の更な
間における目標・計画の共通理解を図った。12/18阿波市選挙管理委 くような取組をお願いしたい。る深化
員会の協力を得て,2年生全員を対象に選挙スクールを実施した。また，
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2年生は総合的な探究の時間で,地域の課題について考える取組を2,3
学期に実施した。

⑤-3 教科，領域間の連携(全教員) ⑤-3 話し合いの十分な時間が取れなかったが，公民科や総合的な探
究の時間，ホームルーム活動等との連携を図った。

⑥-1 知識，経験を持つ人材の活用(消費者教育担当) ⑥-1 四国大学の加渡いづみ先生に来校いただき，ZOOMを活用した講 特になし ⑥-1 継続実施
演会を行った。持続可能な社会を目指したライフスタイルの確立に意 ⑥-2 教材の開発
欲と関心を持ち，学習活動に取り組むことができた。 ⑥-3 継続実施

⑥-2 魅力ある授業の展開(各教科) ⑥-2 消費者庁が作成した「社会への扉」を活用し，授業を実施した。
家庭科を中心に，ＩＣＴを活用した授業を展開するとともに映像教材

⑥-3 教科間の連携(各教科) （ＤＶＤ等）の開発を行った。
⑥-3 公民科と家庭科が連携して消費者教育に取り組んだ。

＊ 「評定」の基準 A:十分達成できた B:概ね達成できた C:あまり達成できなかった D:全く達成できなかった


